
 

2017 年 10 月～2018 年 3 月の観光動向 

 

・日本人宿泊客数は対前年比 91.8%と微減。前年割れは 2017 年 4 月以降 11

ヶ月連続。 

 

・外国人宿泊客数は対前年比 110.9%と増加傾向。ただし、山梨県の 143.2%、

全国の 115.9%と比べると伸びは緩やかに推移。 

 

・町内の施設入込客数は対前年比 112.4%と増加。どのエリアも増加した中で、

特に富士山エリア（132.7%）が大きく増加。 

 

・観光案内所来所者数は対前年比 93%と減少。国籍の内訳ではインド人

（133%）、フィリピン人（123%）、中国人（118%）が増加。 

 

 

 

●宿泊客数の動向 

・2017 年 10月から 2018 年 3月の日本人宿泊客数は対前年比で 91.8%と減少傾向でした（表

1）。2017年 4月に対前年比が 100%を上回って以降、11ヶ月連続で対前年を下回ってい

ます。特に、10 月（84.7%）と 12 月（88.1%）は減少幅が大きい結果となりました。同

時期は全国（97.8%）、山梨県（89.8%）ともに対前年を下回っており、山梨県と比較す

ると小幅な減少といえます。 

・2017 年 10 月から 2018 年 3 月の外国人宿泊者数は 28 万 5 千人となり、前期（2017 年 4

月～2017 年 9 月）の 28 万 4 千人とほぼ同数となりました。全国的にはゴールデンウィ

ークや夏季休暇と重なる 4 月から 9 月にかけての観光シーズンの観光需要が多くなりま

すが、外国人旅行者が年間を通じた観光需要の平準化に寄与していると考えられます。

2016 年度の同月と比較しておよそ 3万人、110.9%の増加となりました（表 2）。月別の宿

泊者数をみると、1 月は前年を大きく下回りましたが、その他の月は増加という結果で

した。特に、3月は対前年比 154.7%と好調でした。同時期の全国の対前年比は 115.9%と

全国的な増加傾向を示しているとともに、山梨県は 143.2%と大きく増加していることが

分かります。 

 

  



 

表 1 日本人延べ宿泊客数の増減 

 

 

表 2 外国人延べ宿泊客数 

 

 

  

富士河口湖町 山梨県* 全国*

10月 84.7% 79.4% 95.8%

11月 99.4% 89.3% 99.7%

12月 88.1% 81.8% 96.8%

1月 94.1% 99.7% 98.5%

2月 96.7% 107.2% 99.1%

3月 90.1% 93.0% 97.5%

計 91.8% 89.8% 97.8%

*観光庁「宿泊旅行統計調査」

対前年比（2017年度/2016年度）

単位：人

富士河口湖町 山梨県* 全国*

10月 45,520 48,665 106.9% 147.9% 123.7%

11月 45,174 50,228 111.2% 170.6% 120.5%

12月 41,664 47,220 113.3% 152.8% 115.8%

1月 52,469 37,992 72.4% 101.8% 101.1%

2月 38,666 49,096 127.0% 152.8% 120.7%

3月 33,453 51,740 154.7% 142.4% 115.0%

計 256,946 284,941 110.9% 143.2% 115.9%

*観光庁「宿泊旅行統計調査」

2016年度 2017年度
対前年比



 

●施設入込客の動向 

・2017 年 10 月から 2018 年 3 月の施設入込調査データを集計すると、延べ 155 万人の旅行

者が富士河口湖町を訪れていることがわかります（表 3）。エリア別にみると、河口湖南

エリアが 58 万人と最も多く、次いで河口湖北エリアが 42 万人と続きます。また、富士

山エリア（29 万人）と西湖エリア（26 万人）は同規模で河口湖エリアに続き、精進湖・

本栖湖エリアへの入込客数は 1 万 5 千人でした。なお、この集計にはイベントの入込客

数は含まれていませんのでご注意ください。 

・エリア別の施設入込客数の対前年比でみると、富士山エリアの増加率が最も高く、132.7%

でした（表 3）。また、他のエリアも全て前年と比較して増加しています。エリア合計で

は 112.4%と施設入込客は 1割増加となりました。 

・エリア別のシェアに着目すると、秋季から冬期にかけてのエリア別の入込客は月の変動

が小さい特徴があります。河口湖南エリアが 37%前後、河口湖北エリアが 27%前後で 6

割以上を占め、精進湖・本栖湖エリアは 1%にとどまります（図 1）。 

 

表 3 エリア別施設入込客数（延べ人数） 

 

 

単位：千人

精進湖・

本栖湖

10月 76.1 95.2 57.7 60.2 4.9 294.0

11月 86.5 135.2 48.5 60.5 5.1 335.7

12月 65.3 84.2 45.3 31.4 2.0 228.2

1月 59.3 81.0 42.3 29.7 0.7 213.0

2月 55.8 78.5 39.0 39.2 0.3 212.8

3月 78.4 103.3 57.9 40.4 2.4 282.4

2017年度計 421.4 577.6 290.6 261.2 15.4 1,550.8

2016年度計 386.3 528.7 218.9 246.3 14.2 1,380.2

対前年比 109.1% 109.2% 132.7% 106.1% 108.4% 112.4%

河口湖北 河口湖南 富士山 西湖 エリア計



 

 
図 1 エリア別施設入込客数（エリア別シェア） 
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●観光案内所を訪れる外国人旅行者の動向 

・2017 年 10 月から 2018 年 3 月にかけて観光案内所への来所が多いのは、タイからの来所

者で 14,834 人（19%）、次いで中国 12,807 人（17%）、台湾 9,057 人（12%）という結果

でした（図 2）。上位 3 か国に変動はありませんが、タイのシェアが縮小傾向にあり、中

国の割合が増加傾向にあります。観光案内所への来所は団体ツアーではなく、基本的に

は個人旅行者であることから、中国からの個人旅行者の増加という質的な変化の可能性

が指摘できます。国籍別の構成比をみると東アジアおよび東南アジアからの来所で 4 分

の 3を占めています。 

・2017 年 10 月から 2018 年 3 月にかけての総来所者数は 7.6 万人となり、対前年比 93%と

緩やかに減少しました（表 4）。ただし、同期間の宿泊需要、入込需要ともに前年よりも

増加傾向にあることから、引き続き観光案内機能の充実が求められます。 

・今期来所が増加したのはインド（133%）、フィリピン（123%）、中国（118%）でした。 

 

 

図 2 観光案内所来所者の国籍別構成比 

 

  

中国

17%

台湾

12%

香港

9%

タイ

19%シンガポール

6%

マレーシア

5%

インドネシア

6%
フィリピン

3%

インド

1%

英国

1%

フランス

2%

ドイツ

1%

アメリカ

3% カナダ

1%
豪州

5%

その他

8%



 

表 4 国籍別観光案内所来所者数（延べ人数）（1/2） 

 

表 4 国籍別観光案内所来所者数（延べ人数）（2/2） 

 

単位：人
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10月 2,203 1,278 841 2,505 622 565 483 263

11月 1,681 1,743 1,388 3,544 927 872 836 534

12月 1,761 1,264 1,383 2,969 1,794 1,008 1,042 476

1月 1,753 1,555 1,342 1,683 383 418 990 349

2月 3,508 2,063 796 1,508 232 498 392 259

3月 1,901 1,154 1,099 2,625 621 682 676 376

2017年度計 12,807 9,057 6,849 14,834 4,579 4,043 4,419 2,257

2016年度計 10,853 9,899 7,020 20,560 5,338 4,875 4,412 1,831

対前年比 118% 91% 98% 72% 86% 83% 100% 123%

単位：人 単位：人
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10月 184 311 448 233 457 156 591 12,480

11月 178 242 376 161 616 141 584 15,063

12月 148 129 186 59 351 112 753 14,266

1月 132 82 141 54 255 116 809 10,882

2月 82 91 151 53 246 54 409 10,934

3月 188 245 337 320 517 141 505 12,605

2017年度計 912 1,100 1,639 880 2,442 720 3,651 76,230

2016年度計 688 1,144 1,746 841 2,492 865 3,868 82,289

対前年比 133% 96% 94% 105% 98% 83% 94% 93%



 

各種統計の調査方法 

 

○宿泊者数 

・富士河口湖町観光連盟に加盟する 275の宿泊施設を対象に実施された宿泊者統計調査の回答を

もとに作成しています。対前年比が比較できる約 70 軒の施設を集計して数値を公表しており

ます。 

○施設入込客 

・町内の主な観光施設の来客数を図 3 に示すエリアごとに集計したものです。エリア別の施設

数は、河口湖北エリアが 10、河口湖南エリア 8、富士山エリア 8、西湖エリア 7、精進湖・本

栖湖エリア 5となっています。 

・入込客数の計上方法は施設ごとに異なりますが、有料の施設であれば入場チケットの枚数、無

料の施設であれば売店の売り上げから推計する等で集計しています。 

・イベントの入込客数は別途集計していますが、エリア別の集計にはイベント来場者数は反映さ

れていません。 

 

図 3 施設入込調査のエリア（各エリア内の nは調査対象施設数を表す） 

 

○観光案内所統計調査 

・河口湖駅に隣接する富士河口湖観光総合案内所において、来所者への案内中に国籍を直接尋ね

ることで、国籍別の来所者数を計上しています。 
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